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社会福祉法人　清豊福祉会

（
以
上
、
主
幹
教
諭
　
下
窪
）

　こども園便り　御所・風の子こども園

いらっしゃいませ！

真
っ
白

　
一
月
十
日
の
雪
！
誰
も
踏
み
入
っ

て
い
な
い
新
雪
の
上
を
歩
い
て
み
た

り
、
雪
の
感
触
を
味
わ
っ
た
り
、
表

紙
の
写
真
か
ら
も
喜
び
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

十二月生まれ誕生会

ま
た
ま
た
大
人
気
！

　
三
台
の
三
輪
車
が
登
場
！

　
先
月
紹
介
し
た
キ
ッ
ク
バ
イ
ク
に

続
き
、
三
輪
車
も
大
人
気
で
す
。
補

助
輪
が
付
い
て
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
の
が
難
し
い
よ
う
で
す
が
、
い

つ
も
順
番
待
ち
が
で
き
て
い
ま
す
。

お店屋さんごっこが行われました。

今年はなんと Switch も販売されま

したよ！
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社会福祉法人　清豊福祉会

食
育
指
導
（
一
月
十
五
日
）

　
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
絵
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
ク
イ
ズ
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
手
を
挙
げ
て
楽
し
そ
う
に
答
え
て
い
ま
し

た
。

（
以
上
、
看
護
師
　
兼
廣
）

薄
着
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う

　
一
年
で
最
も
寒
い
時
期
で
す
。
子
ど
も
に
風
邪
を
ひ
か
せ
な
い
よ
う
に

と
い
う
思
い
か
ら
服
を
多
く
着
せ
た
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
薄
着
は
寒

さ
に
対
す
る
皮
膚
の
適
応
能
力
を
高
め
、
丈
夫
な
体
づ
く
り
に
つ
が
な
り

ま
す
。
目
安
は
左
記
の
通
り
で
す
。

・
新
生
児
か
ら
生
後
二
ヶ
月
く
ら
い
ま
で
…
大
人
よ
り
一
枚
多
く
着
せ
る

・
生
後
二
ヶ
月
か
ら
六
ヶ
月
く
ら
い
ま
で
…
大
人
と
同
じ

・
生
後
六
ヶ
月
以
上
…
大
人
よ
り
一
枚
少
な
め
に
着
せ
る

交
通
安
全
教
室
（
一
月
十
九
日
、
二
十
日
）

　
鹿
児
島
県
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
や
D
V
D
視
聴
、
腹
話
術
を
使
用
し
た
お
話

等
を
通
し
て
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
指
導

員
の
問
い
か
け
を
聞
き
、
考
え
て
元
気
よ
く
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

 

節
分
の
日
と
は
…

　「
節
分
の
日
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
「
二
月
三
日
」
と
答
え
る
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
節
分
の
日
付
は
固
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
〇
二
一
年
の
立
春
は
二
月
三
日
と
な
る

予
測
で
、
前
日
の
二
月
二
日
が
節
分
と
な

り
ま
す
。
節
分
が
二
月
二
日
に
な
る
の
は
、

な
ん
と
…
百
二
十
四
年
ぶ
り
で
す
。

（
以
上
、
栄
養
士
　
甲
斐
）

健
康
便
り

安
全
便
り

給
食
便
り
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社会福祉法人　清豊福祉会

中
なかむらこはる

村心晴

大好きなポケモンの凧が空に上
がった様子を描きました。

カラフルな花が空に浮かび上が
っています。

永
ながたしょうま

田翔真

今月のテーマ

『凧作り』

お正月を迎え、5 歳児はビニールを使った凧を作りました。高く飛
ばせるよう、子どもたち同士で知恵を出し合い協力している姿が印
象的でした。

2 歳児は楽しく作って遊べるクルクル凧を作りまし
た。風に吹かれてクルクルと回る凧！「わー動いた！
綺麗だね」と興奮気味でした。子どもは風の子♪子
どもたちの暖かな笑顔は寒さに負けません！　　　

（以上、保育教諭　向井）

下
し も た し ろ こ こ ね

田代心希

1 色ずつ丁寧に線を並べ
るようにして描きました

裏も表もたくさん描いて
頑張りました

吉
よしいけまさき

池昌喜 末
すえよししょうま

吉翔真

大好きなカーズの赤！カ
ッコイイでしょう

（以上、保育教諭　松尾）
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　児童クラブ便り　児童クラブ未来

　
先
日
、四
年
生
は
学
校
で
の
「
半
成
人
式
」
に
臨
み
ま
し
た
。

二
十
歳
の
半
分
と
い
う
こ
と
で
、
将
来
の
夢
や
周
囲
の
人
へ
の

感
謝
を
発
表
し
、
と
て
も
頼
も
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
昔
か
ら
躾
け
は「
つ
」の
間
に
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
九
つ
」

ま
で
に
は
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
い
う
こ

と
や
、「
十
（
と
お
）」
か
ら
は
親
の
言
い
な
り
に
な
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
自
分
な
り
の
考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
が
十
歳
、
ち
ょ
う
ど
今
の
四
年
生
に
あ
た
り
ま
す
。
自
立
へ

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
異
年
齢
の
子
ど
も
の
集
団
で
、
日
々
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
年
齢
に
応
じ
て
一
人
ひ
と
り

を
尊
重
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
一
番
身
近
な
大
人
の
一
人

と
し
て
、
緊
張
感
を
持
っ
て
接
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

餅つき大会

（
以
上
、
ク
ラ
ブ
長
　
髙
﨑
）

今
、
思
う
こ
と

【
将
来
の
夢
】　
　
　
　
　
　
　
　
　 

一
年
　
長
野  

晃
大

　
僕
は
大
き
く
な
っ
た
ら
、
料
理
人
に
な
り
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
家
で
も
料
理
の
手
伝
い
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

【
私
の
好
き
な
も
の
】　
　
　
　
　
　 

一
年
　
中
野  

希
咲

　
私
は
紫
の
ス
ラ
イ
ム
が
好
き
で
す
。
触
る
と
冷
た
く
て

気
持
ち
が
い
い
か
ら
で
す
。

【
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
】　
　
　     

一
年
　
内
村  

大
雅

　
僕
は
硬
筆
を
習
っ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
字
を
書
き
た

い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
書
く
よ
う
に
気
を
付
け
て
い

ま
す
。

【
私
の
好
き
な
も
の
】　
　
　
　
　
　 

一
年
　
田
渕  

蒼
桜

　
私
は
ス
ク
イ
ー
ズ
が
好
き
で
す
。
触
る
と
ム
ニ
ュ
ム

ニ
ュ
し
て
気
持
ち
い
い
か
ら
で
す
。

【
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
】                   

一
年
　
永
里  

仁

　
僕
は
ス
イ
ミ
ン
グ
を
習
っ
て
い
ま
す
。
平
泳
ぎ
で
長
く

泳
げ
る
よ
う
に
、
練
習
を
頑
張
り
ま
す
。

【
私
の
好
き
な
も
の
】　
　
　
　
　
　 

一
年
　
渡
邊  

葉
南

　
私
は
ウ
サ
ギ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
好
き
で
す
。
ふ
わ
ふ
わ

し
て
可
愛
い
で
す
。
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記
者
　
福
田 

・
片
岡
・
中
野
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社会福祉法人　清豊福祉会

御所季の子保育園では、日頃の自己の保育を見つめ直すこと
を目的に、『職員倫理綱領』に基づいて保育内容の自己評価
チェックを行いました。

（以上、保育評価グループ）

理解度について ●『十分できている』
●『ほぼできている』
●『あまりできていない』
●『全くできていない」の 4 段階で評価しました。

Q1．いかなる場合、場面においても、乱暴な言葉や大声で叱責
するなどの威圧的な態度をとっていない。

今後の取り組み

Q2．いかなる場合、場面においても、子どもたちに対して、職
員の個人的好みや考え方を押し付けていない。

Q3．クラス、トイレ、共有スペース等、子どもた
ちが基本的に生活する空間を、生活環境にふさわし
く常に清潔に保ち、また可能な限り家庭的で温もり
のある空間となるように努めている。

これからも、保育者一人ひとりの個性を生かした保育、子ども
たちが健やかに安心して過ごせる環境作りを行い、日々の保育
に努めていきます。

自己評価チェック

全体を見守る中で、一人ひとりと
向き合い、子どもたちがのびのび
と遊べるように促しています。

プライバシーを守り、トイレ前の
ベンチで一人ひとりがゆっくりと
着替えを行えるスペースを作って
います。

Q1

※『あまりできていない』と評価した職員に対しては、
グループメンバーと一緒に保育を見直しました。

Q2 Q3
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（以上、保育向上グループ）

少し例文を添えてご紹介したいと思います。
①まずは子どもの気持ちを言葉にする（ラベリング）

　「今日はこれを着ようか？」→「イヤ」→「そう、これは着たくないって思ったの？」
②しばらく待ち、大人の考えを伝える

　「お母さんは寒くなったから長袖にした方がいいと思うけど、これは着たくな　
　いんだもんね？」
③子どもに決めさせる

　「じゃあ○○ちゃん（くん）は長袖と半袖どっちにするか決めようか？寒くても
　仕方ないよね」
　折り合うことで、互いの思いを理解し尊重し合うことが大切です。
④時にはユーモアで対応する～何事に対してもイヤイヤという子には～
　「イヤイヤ虫がくっついたのかな？どこにいるかな？あっ！！捕まえた」
　泣いたり、怒ったりしている子もいつの間にか大人にみとれてしまいますよ。
⑤時には本気で叱っても愛情があれば大丈夫～本音をむき出しに出来る関係～
　大人と子どもがぶつかり合いながら成長して行くことが大事。しかし、叱る際は
　子どもの人格を傷つけることを言ってはいけません。

１歳から２歳にかけて芽生える自我。自我とは、やりたいことがわかる自分です。大人
に言われるままにやっていたことを自分なりにこうしたい！ああしたい！という思いを
表現するようになることです。そうすると、自己主張が激しくなり、「イヤ！」「自分で！」
と何かと拒否の言葉が多くなり、反抗的な態度に悩まされる時期が来ます。子育て中は
悩みがつきないと思いますが、皆様はどのようしていらっしゃいますか？

　子どもが「いやいや」とだだをこねたとき、
少し対応を変えるだけでもっと楽しい子育てに
繋がると思います。

イヤ！自分で！から始まる自我の芽生え

自我の芽生えにどう対応するか
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社会福祉法人　清豊福祉会

（
以
上
、
保
育
士
　
稲
留
）

　
暦
の
上
で
は
『
春
』
に
な
る
二
月
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
月

は
寒
気
の
影
響
で
初
雪
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

天
気
予
報
に
雪
マ
ー
ク
が
つ
く
と
、
子
ど
も

た
ち
は
「
雪
降
ら
な
い
か
な
？
」
と
ソ
ワ
ソ

ワ
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

正
月
あ
そ
び
　

　
コ
マ
や
凧
、
福
笑
い
な
ど
の
正
月
あ
そ
び

を
楽
し
み
ま
し
た
。
様
々
な
正
月
あ
そ
び
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
大
喜
び
で
し
た
！
　

正
し
い
手
洗
い
と
タ
イ
ミ
ン
グ

　
コ
ロ
ナ
渦
で
習
慣
化
さ
れ
た
手
洗
い
を
、
今
一
度

振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　
①
流
水
で
よ
く
手
を
濡
ら
し
た
後
、
石
鹸
を
つ
け

　
　
手
の
平
に
よ
く
こ
す
る

　
②
手
の
甲
を
伸
ば
す
よ
う
に
こ
す
る

　
③
指
先
、
爪
の
間
を
念
入
り
に
こ
す
る

　
④
指
の
間
を
洗
う

　
⑤
親
指
と
手
の
平
を
ね
じ
り
洗
い
す
る

　
⑥
手
首
も
忘
れ
ず
に
洗
う

　
⑦
清
潔
な
タ
オ
ル
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
よ
く
拭

　
　
き
取
っ
て
乾
か
す

◯
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

　
①
外
出
先
か
ら
の
帰
宅
時

　
②
調
理
の
前
後

　
③
食
事
前

　
実
は
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症

は
手
を
介
し
て
体
内
に
侵
入
す
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
手
洗
い
を
行
う
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

（
以
上
、
看
護
師
　
田
代
）

健
康
便
り

保育園便り　 御所季の子保育園
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《
一
月
の
献
立
よ
り
》

『
豆
乳
ス
ー
プ
』

【
材
料
】
四
人
分

　
□
豆
乳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
百
㎖

　
□
水
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
百
㎖

　
□
ベ
ー
コ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
枚

　
□
白
菜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
分
の
一
本

　
□
し
め
じ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
パ
ッ
ク

　
□
人
参
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
分
の
一
本

　
□
玉
ね
ぎ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
分
の
一
個

　
□
コ
ン
ソ
メ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
個

【
作
り
方
】

①
ベ
ー
コ
ン
、
白
菜
、
し
め
じ
、
人
参
、
玉
ね
ぎ
を

　
炒
め
る

②
①
に
水
を
入
れ
て
人
参
が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮

　
る

③
コ
ン
ソ
メ
、
豆
乳
を
入
れ
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
コ
ン

　
ソ
メ
が
溶
け
た
ら
完
成

（
以
上
、
管
理
栄
養
士
　
坂
元
）

「
炭
火
焼
き
パ
ン
作
り
」

　
　
　
　（
一
月
十
五
日
）

　
パ
ン
生
地
を
細
長
く
し

て
竹
に
巻
き
、
炭
火
で
焼

い
て
食
べ
ま
し
た
。
今
ま

で
も
、
炭
火
で
焼
き
芋
や

さ
ん
ま
を
焼
い
た
経
験
の

あ
る
れ
も
ん
組
の
子
ど
も

た
ち
は
、
怖
が
る
こ
と
な
く

竹
を
ク
ル
ク
ル
回
し
な
が

ら
、
こ
ん
が
り
と
焼
き
色
が

付
く
ま
で
パ
ン
を
焼
き
ま
し

た
。
だ
ん
だ
ん
生
地
が
膨
れ

て
良
い
香
り
が
漂
っ
て
く
る

と
「
お
い
し
そ
う
」「
も
う

焼
け
た
？
」
と
パ
ン
の
焼

け
る
様
子
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
焼
き
た
て
の
パ

ン
は
格
別
に
美
味
し
か
っ

た
よ
う
で
す
。
三
歳
未
満

児
の
子
ど
も
た
ち
も
見
学

に
来
て
、
一
緒
に
活
動
で

き
ま
し
た
。

給
食
便
り
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　「
う
わ
ー
、
雪
だ
！
」「
え
？
こ

れ
雪
？
」「
積
も
る
か
な
？
」
と

思
い
思
い
の
感
想
と
共
に
園
庭
に

飛
び
出
し
て
行
く
小
学
生
。
寒
さ

な
ど
お
構
い
な
し
に
、
そ
の
ま
ま

半
ズ
ボ
ン
姿
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が

始
ま
り
ま
し
た
。
季
節
は
関
係
な

く
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
も
元
気
一

杯
、
生
命
力
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
脅
威
に
悩
ま
さ
れ
、

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
が
流
れ
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
子
ど
も
た

ち
か
ら
笑
い
や
勇
気
を
貰
い
、
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
日
々
の

生
活
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
、
皆

様
の
心
の
癒
し
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
来
月
号
も
お
楽
し
み
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
山
）

（以上、保育向上グループ）

『移動おもちゃ図書館バンビーニ』は月 1 回、公園や福祉館などで活動しています。木製の玩具が大半で、自然
な温もりと音色に子どもたちはもちろん、お父さんお母さんも興味津々。大人も楽しみながら、子どもと一緒に
遊べる環境です。
人は視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚の五感を使い、生活しています。『視て触って、聞いて感じる』大切な感覚
ですよね。子育て支援施設は充実してきていますが、ポスターやホームページを見て遊びにきてくださる親子や
サークルの方の笑顔は嬉しい限りです。これからもあちこちの公園や福祉館で『楽しい』と思っていただける子
育てサポートを進めたいと思います。

※新型コロナウイルス感染症
の感染拡大を考慮し、予告な
く中止とさせていただく場合
がありますので、ご了承くだ
さい。

いろんな音がするね♪
＼こっちはどうー？／

　　　カラコロ～♪
＼もう 1 回、もう 1 回／

／可愛い赤ちゃん　＼
　ねんね、ねんね☆

【次回のバンビーニ】
日にち：２月 12 日（金）
時間：10 時～ 12 時
場所：西谷山福祉館

／　それぞれ好きな　＼
　コーナーで遊べます !

Ｇは御所のＧ。Ｋは風の子のＫ。M は季の子、未来のＭ。
ここでは、各施設に関する様々な情報をお送りいたしま
す。
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